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子
育
て
支
援 

３
つ
の
ゼ
ロ 

① 

な
が
た
さ
ん
の
子
ど
も
の

医
療
費
完
全
ゼ
ロ
（
必
要

財
源
９
億
円
）と
は
。 

・
・
市
は
「
北
九
州
の
医

療
費
を
１
８
才
ま
で
ひ
ろ

げ
た
」
と
言
い
ま
す
が
、

な
が
た
さ
ん
の
政
策
は
。 

 
●
本
市
は
、
今
年
（
２
０
２
２
年
）

９
月
か
ら
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

を
、
１
８
才
ま
で
に
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
い
い
こ
と
で
す
が
、
内
容
は

「
完
全
無
料
化
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

自
己
負
担
が
あ
り
、
３
～
６
才
で

月
６
０
０
円
、
小
学
生
で
月
１
２
０

０
円
、
中
学
生
以
上
で
月
１
８
０
０

円
か
か
り
ま
す
。
子
ど
も
が
２
人
～

３
人
と
受
診
す
れ
ば
、
毎
月
相
当
額

に
な
り
ま
す
。 

●
ま
た
、
入
院
し
た
場
合
の
食
事
料

も
ま
る
ま
る
自
己
負
担
で
す
。 

●
全
国
的
に
は
、
４
２
％
の
市
町
村

が
１
８
才
以
上
で
通
院
費
ゼ
ロ
、
う

ち
３
５
％
が
自
己
負
担
ゼ
ロ
で
す

（
厚
労
省
調
べ
、
２
０
２
０
年
４
月
）。 

●
な
が
た
さ
ん
は
、
ま
ず
通
院
時
の

自
己
負
担
を
な
く
す
こ
と
を
提
案
。

市
も
「
８
・
７
億
円
あ
れ
ば
可
能
」

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

 

② 

学
校
給
食
費
ゼ
ロ 

（同
３
０
億
円
） 

・
・「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」

や
「
助
成
」
が
全
国
で
ひ
ろ
が

っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
で
き

な
い
の
で
す
か
。 

 

●
子
ど
も
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
大
切
な
学
校
給
食
。
小
学
校
・
中

学
校
と
も
給
食
費
を
無
償
化
し
て
い

る
自
治
体
が
２
５
４
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。（
日
本
共
産
党
・
学
校
給
食
無

償
化
調
査
チ
ー
ム
） 

●
う
ち
、
小
・
中
学
校
と
も
給
食
費
・

無
償
の
自
治
体
は
２
５
４
、
小
学
校

の
み
は
６
、
中
学
校
の
み
は
１
１
。 

青
森
市
（
人
口
２
７
万
人
）、
東
京

都
葛
飾
区
（
同
４
６
万
人
）、
千
葉
県

市
川
市
（
同
４
９
万
人
）
な
ど
大
き

な
自
治
体
も
す
す
め
て
い
ま
す
。 

半
額
補
助
、
第
３
子
か
ら
無
償
、

中
３
の
み
無
償
な
ど
、
一
部
無
償
の

自
治
体
も
多
数
あ
り
ま
す
。 

●
財
源
と
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」

な
ど
を
活
用
す
る
自
治
体
（
期
間
限

定
）
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

③ 

子
ど
も
の
国
保
料
ゼ
ロ 

 
 

（同
３
億
円
） 

・
・
子
ど
も
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
、
国
保
料
が
高

く
な
り
、
た
い
へ
ん
で
す 

 

●
北
橋
市
政
は
、「
子
育
て
日
本
一
の

街
を
め
ざ
す
」
と
い
い
な
が
ら
、
国

保
料
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
に
「
均

等
割
」
を
か
け
る
た
め
に
、
小
学
生

一
人
で
月
４
３
０
０
円
、
中
学
生
以

上
で
月
５
４
０
０
円
も
負
担
が
増
え
、

市
が
い
う
こ
と
と
逆
行
し
て
い
ま
す
。 

●
な
が
た
さ
ん
は
、
国
保
料
で
の
子

ど
も
の
均
等
割
を
な
く
し
、
文
字
通

り
「
子
育
て
日
本
一
の
街
」
の
方
向

を
す
す
め
ま
す
。 

     

政策資料・・ながた政策・解説編 

「ながたさんの政策。これはいい」 と反響

がひろがっています。みんなで政策の中身

を語りましょう。 ながたさんの政策を解説してほしいと要

望が出ていますのでお答えします。 

（笑顔と希望の会 政策委員会） 
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高
齢
者 

２
つ
の
支
援 

① 
福
祉
乗
車
券
を
発
行 

 
（
同
２
３
億
円
） 

・
・
タ
ク
シ
ー
、
Ｊ
Ｒ
、

バ
ス
な
ど
広
く
使
え
る

「
高
齢
者
福
祉
乗
車
券
」

の
制
度
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
が
。 

 

●
福
岡
市
で
は
、
７
０
歳
以
上
の
高

齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め

に
最
高
で
年
間
１
万
２
千
円
ま
で
交

通
費
を
助
成
す
る
「
高
齢
者
乗
車
券
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
に
は

こ
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
な
が
た
さ
ん
は
、
本
市
で
ま
ず
７

５
歳
以
上
の
方
々
に
年
間
１
万
５
千

円
ま
で
タ
ク
シ
ー
、
Ｊ
Ｒ
、
バ
ス
な

ど
広
く
使
え
る
よ
う
す
る
制
度
を
提

案
、
２
３
億
円
の
財
源
を
あ
て
れ
ば

可
能
で
す
。 

    

② 

補
聴
器
購
入
に
助
成
制

度
を
（申
請
で
拡
大
） 

・
・
補
聴
器
は
高
額
で
購

入
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。

助
成
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
が
。 

 

●
全
国
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
団
体

連
合
会
の
調
査
で
は
、
補
聴
器
の
助

成
に
、
２
４
県
、
１
４
市
町
村
が
助

成
し
、
助
成
数
は
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま

す
。 

●
難
聴
に
な
る
と
、
会
話
に
入
っ
て

い
け
な
い
と
い
う
人
が
多
数
生
ま
れ
、

補
聴
器
は
社
会
参
加
の
必
需
品
で
す
。

認
知
症
の
防
止
に
も
有
効
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

欧
州
諸
国
は
難
聴
を
医
療
の
対
象

と
し
て
手
厚
い
公
的
補
助
を
し
て
い

ま
す
。
日
本
で
も
、
障
害
者
施
策
と

し
て
で
は
な
く
医
療
の
観
点
か
ら
補

助
制
度
を
要
求
す
る
声
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。 

補
聴
器
を
つ
け
た
い
、
助
成
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
方
に
、
本
市
で
も

助
成
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ
・
北
九
州
戦

略
で
３
万
人
雇
用
増
を 

 

・
・
Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ
戦
略
を
本

市
で
は
ど
う
実
現
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
よ

る
効
果
は
ど
れ
ほ
ど
で
し

ょ
う
か
。 

●
現
在
の
気
候
危
機
打
開
の
た
め
に

は
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
は
必
須
で
す
。
国

連
や
世
界
の
先
進
国
は
、
２
０
５
０

年
Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
９
月
、
菅
政
権
（
当
時
）
が
、

突
然
、「
地
球
温
暖
化
ガ
ス
・
２
０
５

０
年
ゼ
ロ
」
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に

よ
り
、
本
市
も
急
い
で
「
２
０
５
０

年
ゼ
ロ
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
本
市
の
場
合
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
５
７
％
を
出
す
製
鉄
分
野
の

対
策
や
、
４
７
％
を
出
す
石
炭
火
力

発
電
（
製
鉄
分
と
重
複
計
算
）
で
は
、

「
国
の
動
向
を
み
ま
も
る
」
と
す
る

だ
け
で
具
体
的
な
方
針
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
。 

●
な
が
た
さ
ん
は
、
学
者
グ
ル
ー
プ

と
連
携
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ

２
を
４
０
％
に
（
６
０
％
削
減
）
、
２

０
５
０
年
ま
で
に
ゼ
ロ
に
で
き
る
道

筋
を
示
し
て
い
ま
す
。 

●
考
え
方
の
基
本 

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
量

は
、「
現
在
の
電
力
使
用
量
の
５
倍
～

７
倍
分
も
可
能
」（
環
境
省
）
で
す
。 

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
れ

ば
増
え
る
ほ
ど
、
化
石
燃
料
（
原
油
、

石
炭
）
の
使
用
料
が
減
り
、
そ
の
費

用
を
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
へ
の
新
規
投

資
に
ま
わ
せ
ま
す
。「
戦
略
を
実
施
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
財
源
が
生
ま
れ
る

関
係
に
あ
る
」（
学
者
グ
ル
ー
プ
）
と

太
鼓
判
が
お
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
北
九
州
市
で
も
、
太
陽
光
と
洋
上

風
力
を
中
心
に
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
業
務
分
野
と

家
庭
（
住
宅
）
分
野
で
の
省
エ
ネ
（
断

熱
、
排
熱
利
用
）
を
促
進
し
ま
す
。 

 

自
動
車
は
電
気
自
動
車
に
切
り
替

え
ま
す
。 

・
こ
の
よ
う
な
対
策
を
実
施
す
れ
ば
、

市
の
産
業
構
造
が
変
わ
る
と
と
も
に
、

新
し
く
３
万
人
分
の
雇
用
・
仕
事
を

増
や
せ
ま
す
。 

・
こ
ん
な
「
経
済
合
理
性
の
あ
る
政

策
」
を
強
力
に
す
す
め
な
い
ほ
う
が

「
時
代
遅
れ
」
で
す
。 


